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  201９ 年度（平成３１年度）学校評価自己評価表  
 
 
 

Ⅰ 福山市 
 
 
 Ⅱ 中学校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ⅲ 自 校 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向丘 中学校区 校番 ８ 福山市立向丘中学校 
   

 最終更新日 201９年（平成 3１年）4 月 9 日 

 
ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 
・指示されたことはやろうとするが 

主体的な動きにはなっていない。 
・自己肯定感や自己有用感が低い児

童生徒がいる。 
・粘り強く取り組む事が苦手な児童

生徒がいる。 
・様々な状況により，不登校になっ

ている児童生徒がいる。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”)
主体性，自己理解，課題発見・解決力，表現力，情報活用能力，協調性・柔軟性，郷土愛 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

人とのかかわり合いを大切にし，学ぶ意欲を持ち， 

自分の生き方を主体的に考える子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

○子ども主体の学びに向けた授業づくりを推進する。 

○自分で考え，判断し，決断して行動できる教育活動を創造する。 

○不登校ゼロへの取組を推進する。 

 

現 状 

＜生徒＞ 

〇学年や教科によって学力の定着状況にばらつきが見られる。また，思考力・

判断力・表現力を問う活用力にやや課題がある。 

〇話し合い活動による学びの深まりや広がりが見られた。 

〇学校や学級への貢献意識が低く，自己有用感が十分に高まっていない。 

〇挨拶・時間を守る・無言清掃の取組については，生徒の意識に温度差が見ら

れ，主体的な活動への高まりにやや欠けている。 

 

＜授業＞ 

〇課題発見・解決学習に取り組み，思考の「すべ」を意識させ，協働的な学び

による生徒の主体的な学習活動を仕組む授業づくりを推進した。 

〇めあて，授業の流れ，振り返りを明示し，生徒が集中して積極的に授業に取

り組むことができるよう授業改善に取り組んだ。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
主体性 自己理解 課題発見・解決力 

めざす 

子ども像 

１

年 

より高い目標を立て，より

よい解決に向けて取り組

んでいる。 

自分の長所や短所を理解

し，自己の生き方を考えて

いる。 

物事を多面的に見たり，考

えたりして課題を設定し

追及している。 

２

年 

より高い目標を立て，より

よい解決に向け粘り強く

取り組んでいる。 

自らの学びの有り様を理解

し，よりよい生き方につい

て考えている。 

多様な視点を持って，課題

を設定し，様々な方法で追

及している。 

３

年 

より高い目標を立て，他者

と協働してよりよい解決

に向け粘り強く取り組ん

でいる。 

自らの学びや表現の有り様

を理解し，よりよい生き方

について考え実行してい

る。 

多様な視点を持って物事

を見つめ，課題を発見し，

様々な方法で追及し課題

解決している。 
   

研究 

教科等 特別活動 

主題・ 

内容等 

主体性，自己理解，課題発見・解決力の育成 

～「すべ」を活用し自ら学び合う授業づくりを通して～ 

めざす授業の姿 

〇単元を通して，生徒自ら課題を見つけ粘り強く探究する授業 

〇思考のすべ（比較，関連付け，分類等）を活用し，他者との協働的な学び合いの中

で，自分の考えを整理したり，深めたりすることができる授業 

〇授業の終わりや単元の終末において，学習を振り返り，自分の成長を感じることが

できる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
・校区共通の指標を設定し，実態や成果課題を

整理しており，校区の取組が良く分かった。 

・学び合い学習等により，自分の考えを深めた

り広げたりできる児童生徒が増えている。 

・教職員研修や地域とのかかわりは概ね良好で

ある。 

・不登校児童・生徒への取組を推進する必要が

ある。 

 

ミッション 

自校や郷土に愛着と誇りを持ち，他者とのかかわり合いを大切にし，自分の生

き方を主体的に考え，粘り強く実践する生徒の育成 

 
学校教育目標 

『自ら気づき，考え，創造し，実践する生徒の育成』 

校訓 【自律創生】 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 
●は中学校区共通 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス
評価

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成
評価

総合 
評価 

改善方策 

３ 探究する楽し

さ，わかる喜

びを知る授業

づくりを推進

し，「主体性」，

「自己理解」，

「課題発見・

解決力」を育

成する 

 継

続 

①生徒に基礎的・

基本的な学力及び

活用的，探究的な

学力を身につけさ

せる。 

・基礎の確認のた

めの小テストを

実施する。 

・定期テストにお

いて学力調査の

類題や思考力，表

現力を問う問題

を出題する。 

●標準学力テスト

において，全学年，

全教科で全国平均

を上回る 

         

★ 継

続 

② カ リ キ ュ ラ

ム・マップにおけ

る重点単元にお

いて，課題発見・

解決学習に取り

組み，授業力の向

上を図る。 

・思考のすべ（比

較，関連付け，分

類等）を活用し，

協働的な学び合

いの場を作る。 

・自分の成長を感

じさせるために，

導入や振り返り

を工夫する。 

●生徒アンケート

「自分の考えと他

人の考えを比較し

ながら聞いている」

「話し合い活動を

通じて，自分の考え

を深めたり広げた

りすることができ

ている」の肯定的回

答90％以上 

         

３ 自ら創る楽し

さ，友と伸び

合う喜びを知

る活動づくり

の推進し，「自

己 肯 定 感 」，

「 自 己 有 用

感」の高揚を

図る。 

 

★ 継

続 

③生徒の主体性

を引き出し，自ら

の思いを発信す

る表現活動を推

進する。 

・学級集団づくり

を基盤に，学年や

縦割り集団づく

りを行う。 

・協働して取り組
む場を設定し，フ
ォロワー（協力
者）の役割を生徒
に意識させる。 

○生徒アンケート

「学級や学校の中

で自分の力が役に

立った」と感じる生

徒80％以上 

         

 継

続 

④生徒の成長や

努力を褒めて伸

ばす取組を推進

する。 

・各学年，各教科

等の取組を掲示

したり，交流した

りすることで，自

分の成長を振り

返らせる。 

 

○生徒アンケート

「自分には良いと

ころがある」「自分

の良さは周りから

認められている」肯

定的回答80％以

上 

         

福山市立    向丘中  学校 
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３ 落ち着いた学

習環境づくり

の推進し，生

徒の学びを支

え，人間関係

形成力の育成

を図る。 

 継

続 

⑤特別支援教育

の視点を取り入

れたユニバーサ

ル・デザインの授

業づくりを行う。 

・３分前行動，１

分前着席に取り

組み集中して授

業を開始する。 

・１時間の授業の

流れを生徒に示

し，授業に見通し

を持たせる。 

○生徒アンケート

「落ち着いて（集中

して，積極的に，真

面目に）授業に取り

組んでいる学級」の

肯定的評価70％

以上 

         

 見

直

し 

⑥他者とのかか

わりを大切にさ

せ，いじめ・不登

校の早期発見と

早期対応を図る。 

・校内ボランティ

アや地域ボラン

ティアへの参加

を奨励する。 

・学期始めの教育

相談の充実を図

る。 

○生徒アンケート

「人が困っている

ときは，進んで助け

ている」の肯定的回

答93％ 

●新たな不登校ゼ

ロ 

         

２ ふるさとへの

愛着と誇りを

持ち，地域へ

の貢献意識を

育てる。 

 継

続 

⑦自分と地域と

の関わりについ

て考え，自分の生

き方を主体的に

考える。 

・総合的な学習の時

間等において，地域

の人材や施設を活

用した取組を推進

する。 

・地域の行事やボラ

ンティア活動への

参加を奨励する。 

●生徒アンケート

「自分の住んでい

る地域が好きで

す。」の肯定的回

答85％ 

         

１ 教職員の働き

方改革の取組

を推進 

★ 新

規 

⑧学校における

組織マネジメン

トを確立し，業務

改善・業務削減を

推進する。 

・定時退校日を完全

実施するとともに

毎日の入退校記録

をもとに，勤務時間

管理を徹底する。 

●定時退校日の実

施１００％，超過勤

務時間月４５時間

以内を９０％にす

る。 

         

[プロセス評価の評価基準] 
評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 
評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 
評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


